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●	令和3年春の叙勲・	
	 褒章受章者	 …… 2面
●	定例記者会見	
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●	医療問題Q&A	
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　日本医師会では、「新型コロナウイルス感染症対応日本
医師会休業補償制度」の中途加入の申し込みを再開しま
した。
　本制度は、医師を始めとする医療従事者、事務職員が
新型コロナウイルスに感染もしくは濃厚接触をした場合
に、その対応のために支出した消毒費用等や一時的に閉
院または外来閉鎖を余儀なくされた時の逸失利益、家賃
などの継続費用を補償するために創設したものです。
　ぜひ、加入のご検討をお願いします。
　本制度の詳細は、同梱のチラシ（本紙10、11面）をご
覧下さい。

問い合わせ先：日本医師会地域医療課
	 	jmabi2020@tmnf.jp（制度全般について）	

2020jmabi@tokio-mednet.co.jp
（加入申し込み方法、その他事務手続きについて）

新型コロナウイルス感染症対応
  日本医師会休業補償制度

中途加入申し込みを再開
お知らせ

会
議
は
松
本
吉
郎
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
あ

い
さ
つ
し
た
中
川
俊
男
会
長

は
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

状
況
次
第
で
は
、
全
国
的
な

「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発
令

も
検
討
す
べ
き
状
況
に
な
っ

て
い
る
と
し
て
、
現
状
を
危

惧
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し

て
は
、
「
希
望
す
る
全
て
の

国
民
が
安
心
し
て
速
や
か
に

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
改
め
て
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

加
え
て
、
中
川
会
長
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
国

的
に
爆
発
的
に
拡
大
す
る
と

い
っ
た
緊
急
事
態
に
お
い
て

は
、
一
層
の
組
織
強
化
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
、
そ
の
有
力
な

ツ
ー
ル
に
「
医
師
資
格
証
」
の

取
得
を
挙
げ
、
取
得
率
向
上

に
向
け
た
協
力
を
求
め
た
。

少
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。

神
奈
川
県
医
師
会
は
「
神

奈
川
モ
デ
ル
認
定
医
療
機
関
」

を
指
定
し
、
病
床
利
用
状
況

把
握
シ
ス
テ
ム
で
医
療
機
関

情
報
を
可
視
化
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
ま
た
、
酸
素
飽

和
度
が
低
下
し
た
自
宅
療
養

者
へ
の
一
時
的
な
酸
素
吸
入

処
置
を
行
う
施
設
と
し
て

「
か
な
が
わ
緊
急
酸
素
投
与

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
支
援

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

鳥
取
県
医
師
会
は
災
害
や

新
興
感
染
症
等
に
対
応
す
る

た
め
、
近
畿
を
含
め
た
広
域

な
医
療
連
携
体
制
の
構
築
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

患
者
を
受
け
入
れ
る
に
当
た

っ
て
の
移
送
方
法
や
家
族
の

同
意
な
ど
を
挙
げ
た
。

岡
山
県
医
師
会
は
、
集
団

接
種
は
、
会
場
設
営
、
運
営

事
業
を
県
医
師
会
が
委
託
を

受
け
て
行
い
、
人
員
に
つ
い

て
も
郡
市
医
師
会
が
協
力
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。そ

の
後
の
全
体
討
議
で

は
、
７
月
末
ま
で
に
高
齢
者

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了

す
る
と
の
政
府
の
方
針
に
関

し
て
、
岐
阜
、
熊
本
、
長
野
、

福
井
、
沖
縄
の
各
県
医
師
会

か
ら
、
一
般
接
種
を
年
内
に

終
わ
ら
せ
る
た
め
に
も
、
７

月
末
ま
で
に
終
了
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
等
の
発
言

が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
歯
科
医
師
を
活
用

す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
医

師
、
看
護
師
を
接
種
者
と
す

べ
き
（
京
都
府
医
師
会
）、

歯
科
医
師
の
活
用
は
最
終
手

段
（
福
井
県
医
師
会
）
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
「
基
礎
疾
患
を

有
す
る
人
へ
の
接
種
は
全
て

の
高
齢
者
の
接
種
を
終
え
て

か
ら
に
す
べ
き
」
（
岡
山
県

医
師
会
）と
い
っ
た
意
見
や
、

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
か
か
り
つ
け
医
が
行
う
こ

と
の
重
要
性
（
神
奈
川
県
医

師
会
）
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不

足
の
早
期
の
解
消
（
福
岡
県

医
師
会
）、
変
異
株
の
影
響
を

踏
ま
え
た
入
退
院
基
準
の
策

定
（
大
阪
府
医
師
会
）
な
ど

に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て

中
川
会
長
は
、
「
全
国
の
医

師
会
は
使
命
感
に
燃
え
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
完
了
さ
せ
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
み
、
で

き
る
限
り
の
努
力
を
す
る
。

そ
れ
が
医
師
会
の
役
割
と
考

え
て
い
る
」
と
菅
義
偉
内
閣

総
理
大
臣
に
伝
え
た
こ
と
を

報
告
。

ま
た
、
医
師
会
の
協
力
が

な
い
た
め
に
接
種
事
業
が
進

ま
な
い
と
の
一
部
報
道
が
あ

る
こ
と
に
関
し
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
さ
え
あ
れ
ば
、

７
月
末
ま
で
の
高
齢
者
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
は
可
能

と
の
見
解
を
示
し
た
。

最
後
に
コ
メ
ン
ト
し
た
釜

敏
常
任
理
事
は
、
変
異
株

の
扱
い
を
従
来
株
と
同
等
の

扱
い
と
す
る
退
院
基
準
の
方

針
変
更
や
、
自
宅
療
養
、
療

養
施
設
に
お
け
る
健
康
管
理

へ
の
理
解
と
協
力
を
要
請
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

歯
科
医
師
の
活
用
に
つ
い
て

Ｃ
グ
ル
ー
プ 

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る 

                          

今
後
の
医
療
提
供
体
制
」

Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
は
金
井
忠

男
埼
玉
県
医
師
会
長
が
議

長
、
松
山
正
春
岡
山
県
医
師

会
長
が
副
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ

務
め
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
今
後

の
医
療
提
供

体
制
に
つ
い

て
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
議

論
が
行
わ
れ

た
。岐

阜
県
医

師
会
は
直
近

の
感
染
状
況

に
つ
い
て
、

病
床
使
用
率
、

重
症
者
数
等

も
急
増
し
て

い
る
こ
と
を

報
告
。
今
後

の
医
療
提
供

体
制
に
危
機

感
を
示
し
、

緊
急
事
態
宣

言
の
対
象
地

域
と
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、

日
本
医
師
会

か
ら
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を

求
め
た
。

茨
城
県
医
師
会
は
在
宅
療

養
者
を
減
ら
す
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
の
活
用
や
遠
隔
に
よ
る
経

過
観
察
を
推
進
す
る
必
要
性

を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
等
に
も
対
応
で
き

る
地
域
医
療
構
想
の
実
現
と

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を
目

指
す
こ
と
を
提
案
し
た
。

京
都
府
医
師
会
は
陽
性
者

外
来
に
お
い
て
客
観
的
に
病

状
を
評
価
し
、
入
院
医
療
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
、

入
院
、
宿
泊
療
養
、
自
宅
療

養
に
振
り
分
け
、
保
健
所
と

医
師
会
で
健
康
観
察
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
報
告
。
「
病

床
機
能
の
明
確
化
と
役
割
分

担
と
と
も
に
、
感
染
者
の
減

は
、
あ
く
ま
で
通
常
の
接
種

体
制
が
整
わ
な
い
場
合
に
協

力
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
し
た
。

更
に
、自
治
体
調
査
で「
医

師
会
の
協
力
が
得
ら
れ
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
市
町

村
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
事
情
の
把
握
と
支
援
を

求
め
た
。

Ｄ
グ
ル
ー
プ 

 

「 

①
医
師
資
格
証
の
普
及
と
利
活
用 

②
日
本
医
師
会
の
組
織
強
化
」

Ｄ
グ
ル
ー
プ
で
は
森
崎
正

幸
長
崎
県
医
師
会
長
が
議

長
、
入
江
康
文
千
葉
県
医
師

会
長
が
副
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ

務
め
、
①
医
師
資
格
証
の
普

及
と
利
活
用
②
日
本
医
師
会

の
組
織
強
化

─
を
テ
ー
マ

と
し
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。

医
師
資
格
証
に
つ
い
て

は
、
早
く
か
ら
医
療
情
報
の

電
子
化
、
共
有
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
香
川
県
医
師
会

が
、
県
の
事
業
と
し
て
、
本

年
度
よ
り
運
用
を
開
始
し
た

新
た
な
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
Ｋ
─

Ｍ
Ｉ
Ｘ 

Ｒ
）
や
、

県
下
全
医
師
が
無
料
で
使
う

こ
と
が
で
き
る
レ
セ
プ
ト
参

照
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
─

Ｍ
Ｉ
Ｘ 

Ｒ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
の
概
要

を
紹
介
。
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド

の
取
得
率
も
伸
び
て
き
て
い

る
と
し
た
。

徳
島
県
医
師
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
に
お
け
る
県
行

政
及
び
各
郡
市
医
師
会
と
の

情
報
共
有
の
た
め
、
情
報
の

安
全
な
送
受
信
を
可
能
と
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「MED 

Post

（
文
書
交
換
サ
ー
ビ

ス
）」
に
つ
い
て
説
明
。
有

効
性
に
つ
い
て
日
本
医
師
会

か
ら
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
要

請
し
た
。

山
梨
県
医
師
会
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
む
医
療
情
報
に

つ
い
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
を
使
用

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

構
築
の
必
要
性
を
強
調
し
、

そ
の
際
に
は
県
行
政
等
と
の

協
力
も
必
要
に
な
る
と
の
見

方
を
示
し
た
。

日
本
医
師
会
の
組
織
強
化

に
つ
い
て
は
、
三
重
県
医
師

会
が
、
会
費
の
無
料
期
間
が

終
了
し
た
研
修
医
の
ほ
と
ん

ど
が
退
会
し
て
し
ま
う
こ
と

を
課
題
と
し
て
挙
げ
る
と
と

も
に
、
Ａ
会
員
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
に
危
機
感
を
示
し

た
。沖

縄
県
医
師
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
は
若
手
医
師
を

対
象
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

　令和3年度第1回都道府県医師会長会議が5月18日、WEB会議によ
り開催され、「新型コロナウイルス感染症に対する今後の医療提供体制」
「①医師資格証の普及と利活用②日本医師会の組織強化」をテーマとし
て、活発な討議が行われた。

令和3年度第1回都道府県医師会長会議
新型コロナワクチン接種事業への
                                  更なる協力を要請
新型コロナワクチン接種事業への
                                  更なる協力を要請

中
川
会
長

（
２
面
に
続
く
）
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◎
旭
日
大
綬
章

横
倉
義
武（
福
岡
県
・
元
日
本

医
師
会
長
）

◎
瑞
宝
中
綬
章

石
川　

清（
愛
知
県
・
元
名
古

屋
第
二
赤
十
字
病
院
長
）

鈴
木　

守（
茨
城
県
・
元
豊
後

荘
病
院
長
）

寺
坂

治（
福
岡
県
・
元
福
岡

赤
十
字
病
院
長
）

沼
田
吉
彦（
福
島
県
・
星
ケ
丘

病
院
名
誉
病
院
長
）

松
山
榮
一（
兵
庫
県
・
元
国
立

病
院
機
構
姫
路
医
療
セ
ン
タ

ー
院
長
）

大
矢
正
算（
山
梨
大
学
名
誉
教

授
）

荻
原
俊
男（
大
阪
大
学
名
誉
教

授
）

杉
原　

甫（
佐
賀
大
学
名
誉
教

授
）

田
尻　

孝（
日
本
医
科
大
学
名

誉
教
授
）

◎
旭
日
小
綬
章

小
林　

博（
元
岐
阜
県
医
師
会

長
）

関　
　

健（
日
本
医
療
法
人
協

会
副
会
長
）

田
谷　

正（
元
石
川
県
公
安
委

員
会
長
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

石
井
敏
樹（
兵
庫
県
・
香
良
病

院
長
）

甲
賀　

新（
静
岡
県
・
元
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
甲

賀
病
院
長
）

田
北
武
彦（
奈
良
県
・
元
田
北

病
院
長
）

津
川　

敏（
北
海
道
・
元
国
立

療
養
所
小
樽
病
院
長
）

續　

純
一（
熊
本
県
・
元
龍
田

病
院
長
）

堀
江　

裕（
島
根
県
・
元
済
生

会
江
津
総
合
病
院
長
）

矢
澤
良
光（
元
新
潟
県
立
新
発

田
病
院
長
）

小
濱
啓
次（
川
崎
医
科
大
学
名

誉
教
授
）

武
市
早
苗（
神
奈
川
県
警
察
嘱

託
医
）

◎
旭
日
双
光
章

相
澤
哲
郎（
新
潟
県
・
元
糸
魚

川
市
医
師
会
長
）

石
川
清
弘（
神
奈
川
県
・
元
足

柄
上
医
師
会
長
）

石
田　

稔（
元
前
橋
市
医
師
会

長
）

大
森
英
夫（
元
兵
庫
県
医
師
会

常
任
理
事
）

小
田
切
治
世（
長
野
県
・
元
中

野
市
長
）

小
尾
重
厚（
長
崎
県
・
元
大
村

　

政
府
は
、
こ
の
た
び
、
令
和
３
年
春
の
褒
章

受
章
者
並
び
に
生
存
者
叙
勲
・
賜
杯
受
章
者
を

発
表
し
た
。

　

日
本
医
師
会
会
員
受
章
者
は
次
の
と
お
り
。

�

（
敬
称
略
）

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

横
倉
前
会
長
が
旭
日
大
綬
章
を
受
章

令
和
３
年

西
野
義
久（
山
梨
県
・
元
中
巨

摩
医
師
会
長
）

林　

一
宣（
栃
木
県
・
元
佐
野

市
医
師
会
長
）

平
山
隆
勇（
長
野
県
・
元
諏
訪

郡
医
師
会
長
）

前
川
信
政（
元
金
沢
市
医
師
会

長
）

宮
﨑
舜
賢（
東
京
都
・
元
中
央

区
医
師
会
副
会
長
）

村
上
秀
一（
元
青
森
県
医
師
会

副
会
長
）

吉
田
賢
一
郎
（
千
葉
県
・
元
夷

隅
医
師
会
長
）

湊　

昭
策（
元
秋
田
県
体
育
協

会
副
会
長
）

◎
瑞
宝
双
光
章

赤
坂
裕
三（
元
京
都
府
保
健
環

境
部
長
）

大
下
節
男（
静
岡
県
・
下
長
尾

大
下
医
院
長
）

小
山
内
幹
浩
（
青
森
県
警
察
嘱

託
医
）

小
泉
和
雄（
東
京
都
・
元
い
ず

み
記
念
病
院
長
）

小
竹
森
通
明
（
元
大
阪
府
警
察

嘱
託
医
）

柴
田
和
哉（
熊
本
県
・
元
高
千
穂

町
国
民
健
康
保
険
病
院
長
）

篠
田
雅
幸（
元
愛
知
県
が
ん
セ

ン
タ
ー
中
央
病
院
長
）

橋
好
一（
群
馬
県
・
元
松
井

田
病
院
長
）

中
尾
良
一（
元
福
岡
県
警
察
嘱

託
医
）

松
本　

純
（
宮
城
県
・
元
大
泉

記
念
病
院
長
）

山
本
信
一
郎
（
元
福
井
県
立
病

院
長
）

藍
原　

寧
（
東
京
都
・
学
校
医
）

石
井
令
三（
静
岡
県
・
元
学
校
医
）

伊
勢
郁
夫
（
宮
城
県
・
元
学
校
医
）

小
野
寺
清
哉（
岩
手
県
・
学
校

医
）

神
谷
正
見
（
神
奈
川
県
・
元
学

校
医
）

北
山
勘
解
由（
奈
良
県
・
元
学

校
医
）

神
德

甫（
山
口
県
・
元
学
校
医
）

佐
藤
洋
一（
群
馬
県
・
学
校
医
）

杉
田　

玄（
新
潟
県
・
学
校
医
）

瀬
戸　

卓（
香
川
県
・
学
校
医
）

坪
川
幸
男（
福
井
県
・
学
校
医
）

中
島
信
子（
東
京
都
・
学
校
医
）

中
村
正
勝（
長
野
県
・
学
校
医
）

中
村
康
夫（
新
潟
県
警
察
嘱
託

医
）

西
亀
雄
二（
広
島
県
・
学
校
医
）

秦　

逸
郎（
神
奈
川
県
・
元
学

校
医
）

原　
　

弘（
兵
庫
県
・
学
校
医
）

原
田
一
道（
宮
崎
県
・
学
校
医
）

藤
澤
成
人（
香
川
県
・
元
学
校
医
）

松
浦
皓
二（
香
川
県
・
元
学
校
医
）

丸
尾　

猛（
愛
知
県
・
学
校
医
）

横
村
伊
津
夫（
三
重
県
・
学
校

医
）

吉
田
一
成（
熊
本
県
警
察
嘱
託

医
）

◆
紫
綬
褒
章

水
島　

昇（
東
京
大
学
教
授
）

◆
藍
綬
褒
章

北
川　

靖（
京
都
府
医
師
会
副

会
長
）

長
尾
喜
一
郎（
大
阪
府
・
ね
や

川
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
院
長
）

原　
　

直（
埼
玉
県
・
越
谷
市

医
師
会
長
）

菊
池
俊
彦（
秋
田
労
働
局
地
方

労
災
医
員
）

熊
谷
敬
一（
新
潟
労
働
局
地
方

労
災
医
員
）

平
野
正
治（
富
山
労
働
局
地
方

労
災
医
員
）

―
・

―

◆
お
願
い
◆

受
章
者
名
の
掲
載
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま

す
が
、
万
一
、
お
気
づ
き
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
広
報
課

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

市
医
師
会
長
）

加
藤
壽
彦
（
愛
知
県
・
元
名
古

屋
市
医
師
会
長
）

金
沢
和
俊
（
元
埼
玉
県
医
師
会

副
会
長
）

金
子
洋
一
（
元
鹿
児
島
県
医
師

会
副
会
長
）

加
茂
廣
明
（
佐
賀
県
・
元
伊
万
里
・

有
田
地
区
医
師
会
副
会
長
）

近
藤
龍
一（
山
口
県
・
元
光
市

医
師
会
長
）

坂
口
幸
作（
和
歌
山
県
・
元
田

辺
市
医
師
会
長
）

佐
藤
光
精（
宮
城
県
・
元
黒
川

郡
医
師
会
長
）

佐
藤
紀
嗣（
山
形
県
・
元
上
山

市
医
師
会
長
）

澤
﨑
晉
一（
広
島
県
・
元
安
芸

高
田
市
医
師
会
長
）

柴
田　

浩
（
岡
山
県
・
元
邑
久

医
師
会
長
）

莊
司
邦
夫（
三
重
県
・
元
津
地

区
医
師
会
長
）

末
澤
慶
昭（
元
大
阪
市
北
区
医

師
会
長
）

竹
村
晴
光（
元
高
知
市
医
師
会

長
）

城　

義
政（
元
愛
知
県
医
師
会

副
会
長
）

田
中　

治
（
徳
島
県
医
師
会
理

事
）

玉
城
信
光（
元
沖
縄
県
医
師
会

副
会
長
）

丹
治
伸
夫（
福
島
県
・
元
福
島

市
医
師
会
長
）

土
居
康
展（
元
愛
媛
県
医
師
会

常
任
理
事
）

中
川
邦
夫（
茨
城
県
き
ぬ
医
師

会
長
）

夏
田
康
則（
宮
崎
県
・
元
都
城

市
北
諸
県
郡
医
師
会
長
）

の
成
果
が
出
始
め
て
い
た
こ

と
を
報
告
。
沖
縄
県
医
師
会

内
に
も
組
織
強
化
担
当
理
事

を
設
置
す
る
方
向
性
で
あ
る

こ
と
な
ど
も
説
明
し
た
。

山
梨
県
医
師
会
は
、
日
本

医
師
会
の
電
子
認
証
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
医
師
の
電
子
認
証

を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
本

格
実
施
の
条
件
と
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。

女
性
医
師
の
登
用
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
医
師
会
が
、

女
性
の
視
点
の
重
要
性
を
強

調
し
た
上
で
、
普
段
か
ら
各

種
委
員
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
に

お
け
る
女
性
医
師
の
活
躍
を

注
視
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
し
た
他
、
千
葉
県
医
師
会

が
、
能
力
が
あ
れ
ば
性
別
に

こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と
す

る
と
と
も
に
、
会
員
の
男
女

比
率
に
沿
っ
た
形
に
な
れ
ば

良
い
と
の
見
方
を
示
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
向

け
た
議
論
で
は
、
身
近
な
医

療
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
の

ア
ピ
ー
ル
が
足
り
な
い
こ
と

や
基
幹
病
院
等
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ

と
説
明
す
べ
き
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
全
体

討
議
で
は
、
愛
知
県
医
師
会

が
、
国
の
規
制
改
革
会
議
等

に
お
い
て
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
へ
の
否

定
的
な
動
き
が
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド

を
各
種
証
明
に
用
い
る
唯
一

の
手
段
と
す
る
た
め
の
日
本

医
師
会
の
方
策
に
つ
い
て
質

問
。長

島
公
之
常
任
理
事
は
、

新
た
に
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
る
に

は
膨
大
な
コ
ス
ト
が
発
生
す

る
こ
と
を
関
係
者
に
し
っ
か

り
と
説
明
す
る
と
と
も
に
、

全
会
員
に
無
償
で
医
師
資
格

証
を
配
布
す
る
こ
と
で
普
及

率
を
大
幅
に
上
げ
て
い
き
た

い
と
し
て
、
理
解
を
求
め

た
。中

川
会
長
は
、
日
本
医
師

会
館
に
設
置
予
定
の
入
館
ゲ

ー
ト
で
の
使
用
な
ど
、
医
師

資
格
証
の
活
用
場
面
の
拡
大

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
「
今
後
は

医
師
資
格
証
の
普
及
を
い
か

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
い
く
か
が
鍵
に
な
る
」

と
の
見
方
を
示
し
た
。

福
岡
県
医
師
会
は
、
「
住

民
と
か
か
り
つ
け
医
」
の
信

頼
関
係
は
強
い
も
の
の
、「
住

民
と
医
師
会
」
に
な
る
と
信

頼
関
係
が
築
け
て
い
な
い
現

状
を
危
惧
。
中
川
会
長
は
、

「
医
師
会
の
信
頼
を
上
げ
る

た
め
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
が
重
要
に

な
る
」
と
強
調
し
た
。

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、

福
井
県
医
師
会
は
、
医
師
会

と
マ
ス
コ
ミ
の
関
係
に
つ
い

て
、
記
者
に
対
す
る
丁
寧
な

説
明
に
よ
っ
て
正
確
な
報
道

に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
紹
介

し
た
。

茨
城
県
医
師
会
は
、
勤
務

医
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
、

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
す

る
資
料
を
定
期
的
に
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
、
提
供
す
る
こ
と

を
日
本
医
師
会
に
求
め
た
。

兵
庫
県
医
師
会
か
ら
は
、

医
師
会
組
織
強
化
委
員
会
の

委
員
長
で
も
あ
る
空
地
顕
一

会
長
が
、
同
委
員
会
で
の
議

論
を
踏
ま
え
、
組
織
強
化
の

た
め
に
は
地
域
の
医
師
会
に

も
組
織
強
化
の
担
当
役
員
及

び
事
務
局
を
置
き
、
各
郡
市

区
医
師
会
レ
ベ
ル
か
ら
加
入

促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
し
た
。

総
括
を
行
っ
た
中
川
会
長

は
、
地
域
医
療
計
画
に
新

興
・
再
興
感
染
症
の
視
点
が

欠
落
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
て
き
た
結
果
、
今
回
の
医

療
法
改
正
で
は
「
５
疾
病
６

事
業
」
に
見
直
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
を
説
明
。
病

床
を
空
け
て
お
く
の
で
は
な

く
、
即
応
病
床
に
速
や
か
に

変
え
ら
れ
る
準
備
病
床
を
確

保
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
に

な
る
と
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
は

「
医
師
会
が
担
う
べ
き
最
大

の
仕
事
だ
」
と
述
べ
、
日
本

医
師
会
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
い
く
決
意
を
改
め

て
示
し
た
。

更
に
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
お
け
る
役
割
分
担
、

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
議
論
す
る
た

め
、
日
本
医
師
会
、
日
本
歯

科
医
師
会
、
日
本
薬
剤
師
会
、

日
本
看
護
協
会
の
四
者
に
よ

り
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
合
同
会
議
」
を
立
ち

上
げ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
協
力
す
る
意
思

を
も
つ
大
学
病
院
や
基
幹
病

院
の
若
手
勤
務
医
が
接
種
に

携
わ
れ
る
よ
う
に
、
各
都
道

府
県
医
師
会
に
窓
口
の
設
置

を
要
請
し
た
。

（
１
面
よ
り
）
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■■■■■■■■

全
て
の
医
療
関
係
者
と
共
に

 

全
力
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

推
進
す
る

■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

 

感
染
状
況
と
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
解
説

■■■■■■■■

ワ
ク
チ
ン
接
種
に

 

か
か
り
つ
け
医
の
活
用
を

5
月
19
日

の
医
療
関
係
者
と
共
に
全
力

で
接
種
を
推
進
し
て
い
る
」

と
強
調
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

５
月
19
日
に
は
日
本
歯
科
医

師
会
、
日
本
薬
剤
師
会
、
日

本
看
護
協
会
と
共
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
合
同

会
議
」
を
設
置
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
に
よ
り
開
催
し
た
こ
と

を
報
告
。
会
議
で
は
、
今
後

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る

役
割
分
担
、
ス
ム
ー
ズ
な
連

携
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
改

め
て
協
議
を
行
っ
た
他
、
何

よ
り
も
重
要
な
こ
と
と
し

て
、
一
刻
で
も
早
く
希
望
す

る
全
て
の
人
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
完
了
を
目
指
す

こ
と
を
確
認
し
た
と
説
明
し

た
。ま

た
、
中
川
会
長
は
接
種

染
症
対
策
分
科
会
」
の
強
い

意
見
を
受
け
て
政
府
の
諮
問

案
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
、

同
分
科
会
の
機
能
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
た
と
し
た
。

ま
た
、
「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
の
対
象
地
域
も

追
加
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の

新
規
感
染
者
数
も
高
止
ま
り

の
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と

や
変
異
株
の
問
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
、「
『
緊
急
事
態
宣
言
』

や
『
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
』
の
対
象
以
外
の
地
域
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
感
染

拡
大
の
警
戒
が
必
要
」
と
述

べ
た
。

（
２
）
で
は
、
ま
ず
、
今

後
の
医
療
提
供
体
制
に
つ
い

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
」
と

強
調
。

そ
の
上
で
、
日
本
医
師
会

か
ら
、
都
道
府
県
医
師
会

長
・
郡
市
区
医
師
会
長
宛

に
、
各
自
治
体
か
ら
の
接
種

事
業
へ
の
要
請
に
対
し
て
最

大
限
の
協
力
を
依
頼
す
る
文

書
を
、
５
月
18
日
に
改
め
て

発
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
接
種
体
制

の
構
築
に
お
い
て
地
域
で
生

じ
て
い
る
問
題
や
課
題
を
関

係
省
庁
と
共
有
す
る
た
め
、

近
日
中
に
も
地
域
医
師
会
か

ら
の
報
告
シ
ス
テ
ム
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
自
治
体
が
設
置
す

る
集
団
接
種
会
場
は
、
そ
の

自
治
体
の
住
民
の
み
を
対
象

と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
自

治
体
か
ら
の
委
託
を
受
け
て

医
療
機
関
が
行
う
個
別
接
種

は
、
居
住
地
以
外
で
の
接
種

が
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
各

自
治
体
と
接
種
機
関
が
複
数

の
契
約
を
交
わ
す
こ
と
が
必

要
で
、
手
続
き
が
煩
雑
で
あ

っ
た
こ
と
を
説
明
。
契
約
事

を
推
進
し
て
い
く
上
で
、「
大

規
模
接
種
会
場
、
集
団
接
種
、

個
別
接
種
、
更
に
は
職
場
や

施
設
で
の
接
種
な
ど
、
幅
広

く
、
そ
し
て
可
能
な
限
り
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
接

種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と

指
摘
。

そ
の
中
で
も
、
か
か
り
つ

け
医
に
よ
る
個
別
接
種
に
大

き
な
期
待
感
を
示
す
と
と
も

に
、
５
月
18
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
開
催
さ
れ
た
都
道

府
県
医
師
会
長
会
議
に
お
い

て
も
多
く
の
県
か
ら
個
別
接

て
「
あ
る
べ
き
医
療
提
供
体

制
は
、
コ
ロ
ナ
医
療
と
コ
ロ

ナ
以
外
の
通
常
医
療
の
両
立

が
基
本
」
と
強
調
。
そ
の
上

で
、
現
在
全
国
で
そ
の
両
立

が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
と

し
、
救
急
搬
送
困
難
事
案
の

増
加
傾
向
や
大
阪
府
、
北
海

道
の
厳
し
い
状
況
等
に
危
機

感
を
示
し
た
。
一
方
、
好
事

例
と
し
て
福
岡
県
の
〝
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
福
岡
〟
の
宿
泊
療
養
施

設
へ
の
派
遣
活
動
を
挙
げ
、

「
全
国
で
も
行
政
と
都
道
府

県
医
師
会
、
郡
市
区
医
師
会

が
よ
り
強
固
に
連
携
し
つ
つ

あ
る
」
と
述
べ
、
埼
玉
県
や

神
奈
川
県
で
も
具
体
的
に
連

携
が
進
ん
で
い
る
と
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
猪
口
副

会
長
は
、
「
日
本
医
師
会
で

は
、
全
国
の
医
師
会
の
コ
ロ

ナ
対
応
と
し
て
、
宿
泊
療

養
・
自
宅
療
養
へ
の
全
面
協

力
、
及
び
変
異
株
の
退
院
基

準
の
周
知
徹
底
と
後
方
支
援

医
療
機
関
の
確
保
も
重
要
と

考
え
て
い
る
」
と
述
べ
、
変

異
株
の
退
院
基
準
が
従
来
株

と
同
じ
取
り
扱
い
に
変
更
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
。
し

か
し
、
後
方
支
援
医
療
機
関

で
は
高
齢
者
が
多
く
、
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
か
ね
な
い

と
の
不
安
な
ど
か
ら
、
従
来

株
と
同
じ
基
準
で
退
院
す
る

変
異
株
患
者
の
受
け
入
れ
を

た
め
ら
う
医
療
機
関
も
少
な

く
な
い
と
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
点
を
解
決

す
る
た
め
、
日
本
医
師
会
が

四
病
院
団
体
協
議
会
、
全
国

自
治
体
病
院
協
議
会
と
共
に

立
ち
上
げ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
受
入

務
を
簡
素
化
す
る
た
め
、
全

国
の
医
療
機
関
を
日
本
医
師

会
が
、
自
治
体
を
全
国
知
事

会
が
取
り
ま
と
め
て
集
合
契

約
を
結
ぶ
こ
と
で
、
全
国
の

医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
報
告
し
、
５
月
14

日
現
在
、
全
国
の
診
療
所
、

病
院
、
介
護
保
険
施
設
の
約

５
万
４
０
０
０
施
設
が
集
合

契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
し

た
。接

種
の
予
約
に
関
し
て

は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
方
法
は
高
齢
者
に
と
っ

て
ハ
ー
ド
ル
も
高
く
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
も
電
話
が
な
か

な
か
つ
な
が
ら
な
い
、
予
約

が
す
ぐ
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
っ
た
混
乱
が
生
じ
て

い
る
」
と
指
摘
し
、
ア
ナ
ロ

グ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

情
報
格
差
が
生
じ
な
い
支
援

を
国
に
求
め
た
。

更
に
、
同
副
会
長
は
、「
ワ

ク
チ
ン
が
届
い
て
接
種
で
き

る
日
を
首
を
長
く
し
て
待
っ

て
い
る
。
国
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
全
力
を
尽

く
す
」
と
強
調
。
「
日
頃
の

健
康
状
態
や
体
調
を
よ
く
分

か
っ
て
い
る
、
か
か
り
つ
け

医
に
よ
る
個
別
接
種
は
安
心

で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
し

て
、
接
種
に
関
す
る
疑
問
は

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
か
か
り
つ
け
医
を
も
た

な
い
人
に
は
、
自
治
体
の
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
厚

生
労
働
省
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
ナ
ビ
な
ど
で
確
認
す
る

か
、
近
く
の
医
療
機
関
に
相

談
す
る
よ
う
促
し
た
。

中
川
俊
男
会
長
は
日
本
医

師
会
が
行
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
策
全
般
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
全
て
の
医
療
関
係
者
と

共
に
全
力
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
推
進
し
て
い
く
意
向
を
改

め
て
示
し
た
。

中
川
会
長
は
ま
ず
、
高
齢

者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん

で
い
る
こ
と
に
触
れ
、
「
こ

の
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
国
の
大
事
業
に
対
し

て
、
日
本
医
師
会
は
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
全
て

猪
口
雄
二
副
会
長
は
、

（
１
）
最
近
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
、
（
２
）
感
染
拡
大
と
医

療
提
供
体
制

─
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

（
１
）
で
は
、
５
月
16
日

か
ら
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象

地
域
に
、
北
海
道
、
岡
山
県
、

広
島
県
の
３
道
県
が
追
加
さ

れ
、
合
計
９
都
道
府
県
に
拡

大
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

松
原
謙
二
副
会
長
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
体
制
構
築
を
推
進

す
る
に
当
た
り
、
日
本
医
師

会
と
全
国
知
事
会
と
の
集
合

契
約
に
よ
り
、
医
療
機
関
に

お
け
る
個
別
接
種
の
体
制
が

整
い
つ
つ
あ
る
と
し
、
か
か

り
つ
け
医
の
活
用
を
求
め

た
。変

異
株
が
全
国
的
に
急
速

な
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
政

府
が
７
月
末
ま
で
に
高
齢
者

３
６
０
０
万
人
に
２
回
の
接

種
を
完
了
す
る
方
針
を
示
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同

副
会
長
は
、
「
全
国
の
医
師

会
、
医
療
機
関
で
は
、
自
治

体
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
集
団
接
種

と
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
個

別
接
種
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
た
接
種
体
制
の
構
築
に
全

病
床
確
保
対
策
会
議
」で
は
、

退
院
基
準
の
周
知
徹
底
な
ど

を
進
め
て
い
る
こ
と
も
併
せ

て
説
明
し
た
。

猪
口
副
会
長
は
最
後
に
、

５
月
26
日
に
も
同
対
策
会
議

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
「
現
在
、
新
規
感

染
者
数
が
高
止
ま
り
し
、
重

症
者
数
も
再
び
積
み
上
が
っ

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
当
日

の
同
対
策
会
議
に
は
、
東
京

都
で
コ
ロ
ナ
患
者
の
搬
送
・

入
院
調
整
の
総
指
揮
官
の
立

場
に
あ
る
先
生
に
参
画
頂

き
、
最
大
限
の
コ
ロ
ナ
患
者

の
受
入
体
制
づ
く
り
、
コ
ロ

ナ
医
療
と
通
常
医
療
と
の
両

立
の
た
め
、
し
っ
か
り
と
し

た
協
議
を
行
う
」
と
し
た
。

種
を
拡
大
す
る
表
明
が
あ

り
、
好
事
例
を
共
有
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

加
え
て
、
中
川
会
長
は
全

国
医
学
部
長
・
病
院
長
会
議

と
協
議
し
た
結
果
、
大
学
病

院
に
勤
務
し
て
い
る
医
師
、

看
護
師
を
始
め
と
す
る
医
療

従
事
者
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
を
合

意
し
、
具
体
的
な
連
携
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た

こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。

そ
の
他
、
政
府
に
対
し
て

は
、
感
染
力
が
強
い
イ
ン
ド

変
異
株
が
世
界
的
に
広
が
り

始
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
一
刻
も
早
い
ワ
ク
チ
ン

の
確
保
と
、
配
送
へ
の
配
慮

を
要
請
し
た
。

　定例記者会見の動画は、日本医師
会公式YouTubeチャンネルに掲載し
ています。ぜひ、ご覧下さい。

お知らせ
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

 

合
同
会
議
を
設
置

■■■■■■■■
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
１
」に

 

向
け
た
医
療
費
適
正
化
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

診
票
記
載
不
備
の
確
認
、
予

診
、
薬
液
の
準
備
、
接
種
（
注

射
）
、
接
種
後
の
状
態
観
察

な
ど
、
各
職
種
が
業
務
を
担

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
個

別
接
種
に
お
い
て
も
、
地
域

の
薬
剤
師
が
個
別
接
種
を
行

う
医
療
機
関
の
支
援
を
検
討

す
る
な
ど
、
当
日
の
会
議
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
分
担
の
基
本
的
枠
組
み
と

地
域
へ
の
周
知
に
つ
い
て
、

四
師
会
の
会
長
が
合
意
し
た

こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。

ま
た
、
同
常
任
理
事
は
、

意
見
交
換
の
中
で
堀
憲
郎
日

本
歯
科
医
師
会
長
か
ら
、「
接

種
を
行
う
た
め
の
必
要
な
研

修
を
始
め
て
お
り
、
接
種
を

担
う
医
療
従
事
者
の
不
足
状

況
を
把
握
し
た
上
で
、
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
こ
と

正
化
計
画
に
関
し
て
は
、「
３

年
後
の
２
０
２
４
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
現
在
直
面
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
対
応
す
る
中
で
判
明

し
た
実
態
や
得
ら
れ
た
知
見

な
ど
も
考
慮
に
入
れ
て
、
し

っ
か
り
と
議
論
を
尽
く
し
て

策
定
さ
れ
る
べ
き
」
と
述
べ

た
上
で
、
（
１
）
医
療
費
適

正
化
計
画
等
に
お
け
る
都
道

府
県
の
役
割
の
強
化
、（
２
）

都
道
府
県
地
域
医
療
計
画
と

地
域
医
療
構
想
の
関
係

─

の
２
点
に
つ
い
て
、
日
本
医

師
会
の
見
解
を
説
明
し
た
。

（
１
）
に
関
し
て
は
、
財

政
審
等
の
議
論
で
示
さ
れ
て

い
る
、
都
道
府
県
の
役
割
を

強
化
す
る
と
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
「
都
道
府
県
の
中
に

は
、
現
状
を
分
析
し
て
医
療

政
策
を
策
定
し
、
実
行
す
る

機
能
が
十
分
で
は
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
」
と
し
て
、
都
道

府
県
が
医
療
現
場
に
一
方
的

な
方
針
を
押
し
付
け
た
り
、

単
に
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
な
ぞ
る
施
策
を
進

め
る
だ
け
と
な
る
こ
と
へ
の

懸
念
を
表
明
。
一
方
、
都
道

府
県
と
都
道
府
県
医
師
会
が

綿
密
に
連
携
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と

を
報
告
。

そ
の
他
、
山
本
信
夫
日
本

薬
剤
師
会
長
か
ら
は
、
予
診

前
の
説
明
や
薬
液
の
シ
リ
ン

ジ
へ
の
充

じ
ゅ
う
て
ん填

な
ど
、
薬
剤
師

が
協
力
す
べ
き
業
務
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
し
っ

か
り
担
っ
て

い
く
こ
と
が

表
明
さ
れ
た

こ
と
や
、
福

井
ト
シ
子
日

本
看
護
協
会

長
か
ら
、
47

都
道
府
県
に

あ
る
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
の
連
携

が
改
善
し
た

こ

と

に

よ

り
、
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
い

る
看
護
師
数

が
増
え
、
予

防
接
種
業
務

に
対
応
で
き

る
研
修
の
数
も
増
や
し
て
は

い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
そ

の
活
用
が
十
分
で
な
い
こ
と

が
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し

た
。そ

の
上
で
、
同
常
任
理
事

都
道
府
県
の
関
係
を
改
め
て

整
理
し
、
人
材
を
含
め
た
体

制
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
と
も
に
、
「
そ
う
す
る
こ

と
で
、
各
都
道
府
県
と
住
民

及
び
患
者
、
保
険
者
、
医
療

関
係
者
等
が
現
状
を
正
し
く

共
有
・
認
識
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
よ
り
効
果
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
」
と
し
た
。

ま
た
、
財
政
審
等
が
法
改

正
を
し
て
で
も
、
都
道
府
県

の
役
割
を
強
化
す
べ
き
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
実
現
に
は

公
的
医
療
保
険
制
度
の
権
限

を
都
道
府
県
に
委
譲
す
る
こ

と
に
な
る
と
し
て
、
「
国
民

皆
保
険
の
観
点
か
ら
、
全
国

一
律
で
あ
る
べ
き
制
度
の
権

限
が
都
道
府
県
に
移
さ
れ
る

の
は
適
切
で
は
な
い
」
と
反

論
。更

に
、
こ
れ
ら
の
議
論
の

延
長
線
上
で
、
地
域
別
診
療

報
酬
の
特
例
、
す
な
わ
ち
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
（
以
下
、
高
確
法
）
の

第
14
条
に
よ
る
１
点
単
価
の

設
定
と
セ
ッ
ト
で
提
案
さ
れ

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
と
し
、

「
診
療
報
酬
の
特
例
は
高
確

法
の
下
に
運
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
厳
格
な
手
続
き
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別

診
療
報
酬
の
特
例
の
導
入
は
、

患
者
負
担
の
不
公
平
に
つ
な

が
り
、
そ
の
受
診
行
動
を
歪

め
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
容

認
で
き
な
い
」
と
し
た
。

（
２
）
に
関
し
て
は
、「
医

療
提
供
体
制
の
あ
る
べ
き
姿

は
、
感
染
症
へ
の
対
応
と
、

そ
れ
以
外
の
通
常
医
療
の
両

立
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た

釜

敏
常
任
理
事
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
推
進
の
た
め
に

日
本
医
師
会
、
日
本
歯
科
医

師
会
、
日
本
薬
剤
師
会
、
日

本
看
護
協
会
に
よ
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
合
同

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
５
月

19
日
に
四
師
会
の
会
長
が
出

席
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
開
催

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
同
日

の
定
例
記
者
会
見
で
報
告
し

た
。ま

ず
、
同
常
任
理
事
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
中
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
関

与
し
て
お
り
、
集
団
接
種
で

は
接
種
相
談
へ
の
対
応
、
予

　ニュースポータルサイト「日医on-line」では、定例記者会見の映像等、さま
ざまな情報をご覧頂けるようになっています。ぜひご活用下さい。

https://www.med.or.jp/nichiionline/

今
村
聡
副
会
長
は
、
「
骨

太
の
方
針
２
０
２
１
」
の
策

定
に
向
け
、
財
政
制
度
等
審

議
会
財
政
制
度
分
科
会
（
以

下
、
財
政
審
）
や
経
済
財
政

諮
問
会
議
で
、
医
療
費
適
正

化
計
画
の
見
直
し
が
議
論
の

俎そ
じ
ょ
う上
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
医
療

費
適
正
化
計
画
の
見
直
し
を

含
む
医
療
提
供
体
制
の
あ
り

方
に
対
す
る
日
本
医
師
会
の

考
え
を
説
明
し
た
。

同
副
会
長
は
冒
頭
、
現
在
、

都
道
府
県
医
師
会
や
各
医
療

機
関
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
の
病
床
確

保
及
び
治
療
・
検
査
、
並
び

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
全
力
を

注
い
で
い
る
と
し
た
上
で
、

「
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
医

療
費
の
削
減
、
ひ
い
て
は
医

療
提
供
体
制
の
縮
小
に
つ
な

が
る
議
論
を
進
め
る
こ
と

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
を
中
断
、

後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
」
と
指
摘
。

更
に
、
第
４
期
医
療
費
適

高
齢
化
と
と
も
に
認
知
症

患
者
が
増
え
て
い
る
。
最
大

の
危
険
因
子
が
、
加
齢
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
必
然
と

も
言
え
る
。

認
知
症
の
大
部
分
を
占
め

る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
は
、
い
ま
だ
根
治
薬
が
な

い
た
め
、
認
知
症
施
策
推
進

大
綱
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
「
共
生
と
予
防
」
が
重
要

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う
「
予
防
」
と

は
、
「
認
知
症
に
な
ら
な
い
」

で
は
な
く
、
「
認
知
症
に
な

る
の
を
遅
ら
せ
る
」
「
認
知

症
に
な
っ
て
も
進
行
を
緩
や

か
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
違
和
感
を
覚

え
る
先
生
も
少
な
く

な
い
と
思
う
が
、
現

時
点
で
の
治
療
の
限

界
を
示
し
て
い
る
。

現
在
の
研
究
は
、
「
前
臨

床
期
」「
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ

Ｃ
Ｉ
）
」
に
関
心
が
向
け
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
認
知
機
能
の
低
下
は

な
い
が
、
脳
内
で
は
既
に
変

化
が
現
れ
て
い
る
時
期
、
認

知
症
の
診
断
は
つ
か
な
い

が
、
軽
度
の
認
知
機
能
の
低

下
を
認
め
る
時
期
で
あ
る
。

新
薬
の
開
発
に
よ
り
、
認
知

症
の
早
期
診
断
が

根
本
的
な
治
療
に

つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。Ｍ

Ｃ
Ｉ
は
、
１
年
後
に
は

10
数
％
が
認
知
症
に
コ
ン
バ

ー
ト
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
最
近
は
リ
バ
ー
ト
率
が

そ
れ
よ
り
も
少
し
高
い
の
で

は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
全
て

が
認
知
症
に
進
展
す
る
の
で

は
な
く
、
改
善
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

認
知
症
の
「
予
防
」
は
、
疫

学
調
査
、
動
物
実
験
な
ど
か

ら
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
運

動
不
足
の
改
善
、
社
会
参
加

に
よ
る
社
会
的
孤
立
の
解
消

や
役
割
の
保
持
な
ど
が
発
症

を
遅
ら
せ
る
（
予
防
）
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
認

知
症
医
療
は
、
新
し
い
局
面

に
移
り
つ
つ
あ
る
。�

（
榮
）

認
知
症
の
予
防
と
は
？

は
今
後
に
つ
い
て
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
、
一
人
で
も
多
く
の

希
望
さ
れ
る
方
に
迅
速
に
完

了
さ
せ
る
た
め
に
も
、
局
面

に
応
じ
て
必
要
な
協
議
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
し
た
。

め
に
は
、
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
等
を
活
用
し
、
地
域

の
実
情
に
沿
っ
た
き
め
細
や

か
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
」

と
主
張
。

そ
の
上
で
、
地
域
で
不
足

し
て
い
る
医
療
機
能
を
手
当

て
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応

じ
、
自
主
的
に
収

し
ゅ
う
れ
ん斂
さ
れ
て

い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
地
域

医
療
構
想
と
数
値
目
標
を
設

定
す
る
医
療
費
適
正
化
計
画

は
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
る

と
し
た
。

最
後
に
今
村
副
会
長
は
、

「
医
療
費
適
正
化
計
画
」
と

「
地
域
別
診
療
報
酬
」、ま
た
、

「
医
療
費
適
正
化
計
画
」
と

「
地
域
医
療
構
想
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
理
念
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
結
び

付
け
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し

た
。

新型コロナワクチン接種合同会議の様子

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 
03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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設備投資減税が延長されたと聞きましたが、どのような制度でしょうか。

本年4月、「高額な医療用機器の特別償却制度」が見直しの上、延長され（詳
細Q３参照）、「医師及びその他の医療従事者の労働時間短縮に資する機器等の
特別償却制度」及び「地域医療構想の実現のための病床再編等の促進に向けた
特別償却制度」が延長されました。

いずれも2年間の措置ですので、設備投資をお考えの先生方には、ぜひこれ
らの特別償却制度の利用をご検討頂きたいと思います。詳細な内容や手続き等
については、顧問税理士等にご相談下さい。

特別償却にはどういうメリットがあるのですか。

特別償却とは、設備取得の初年度に通常の減価償却費（普通償却費）に加え、
特別償却費を追加で償却できる制度です。設備投資の初年度に係る税負担を和
らげ、初期のキャッシュフローを改善する効果があります。

特別償却は、将来の減価償却費を先取りするもので、償却期間トータルでは、
償却額の累計は通常の（特別償却を行わない）ケースと同じになります。

なお、特別償却のメリットを受けることができるのは、一定の利益があって
法人税（個人は所得税）を納めている医療機関となります。

「高額な医療用機器の特別償却制度」の概要について教えて下さい。

「高額な医療用機器の特別償却制度」は従来からの制度で、一定の医療機器
（500万円以上）を取得等した場合に取得価額の12%の特別償却ができるもの
です。対象機器の具体的な品目は厚生労働省の告示で定められています。

全身用CT・MRIで一定のものについては、効率的な配置促進のため一定の
要件を満たすことにつき、従前は病院のみが都道府県の確認を得ることが必要
とされてきましたが、今回の改正により診療所についても都道府県の確認を得
ることが必要となりました。

「医師及びその他の医療従事者の労働時間短縮に資する機器等の特別
償却制度」について、制度の概要と対象となる機器等を教えて下さい。

医師の働き方改革を進め、医師の健康を確保し、地域における安全で質の高
い医療を提供するため、医師・医療従事者の勤務時間短縮に資する一定の機器
等について、取得価額の15％の特別償却ができる制度です。2019年4月に新
設されました。 
対象となる機器等は、取得価額が30万円以上の器具・備品（医療用機器も

含む）並びにソフトウエアで、「勤務時間短縮用設備等」に該当するものです。
対象となる「勤務時間短縮用設備等」は広範囲にわたり、類型は図2の通り

となります。また、類型に明示されていないものであっても、従来の製品より

３%以上の効率化が認められる等、要件を満たしていれば認められます。
なお、適用には一定の手続きが求められます。

「医師及びその他の医療従事者の労働時間短縮に資する機器等の特別
償却制度」を利用するにはどのような手続きが必要ですか。また、個
人開業の診療所でも利用は可能ですか。

医療機関が本特別償却制度を利用するには、医師の労働時間短縮に向けた「医
師勤務時間短縮計画」を作成し、都道府県の医療勤務環境改善支援センターに
提出し、確認を受ける必要があります。また、設備供用6カ月後には計画書の
フォローアップ（医師の労働時間短縮についての記録提出）を行う必要もあり
ますので、顧問税理士等にご相談の上、手続きを行って下さい。

個人開業の診療所でも、本制度の利用は可能です。対象とする医師の勤務時
間を管理していることが前提となります。

「医師勤務時間短縮計画」の作成、医療勤務環境改善支援センター（勤
改センター）への提出・確認等が煩雑なように思いますが。

医師の働き方改革は先延ばしにできない課題であり、まずは医師の勤務時間
管理等から取り組むことが重要です。医師の健康を確保し、地域における安全
で質の高い医療を提供するため、手続きに一定の手間は掛かりますが、本制度
を活用して設備投資を行うことを積極的に検討頂ければと思います。

「地域医療構想の実現のための病床再編等の促進に向けた特別償却制
度」の概要について教えて下さい。

地域医療構想の実現のため、地域医療構想調整会議において提出・確認され
た医療機関ごとの役割及び医療機能ごとの病床数に関する具体的対応方針に基
づく病床再編等により、取得または建設をした病院用または診療所用の建物及
びその附属設備について、取得価額の8％の特別償却ができます。この制度も
2019年4月に新設されました。

Ｑ
１

Ｑ
５

Ｑ
６

Ｑ
２

Ｑ
３

Ｑ
４

AA&Q
Question

Answer
医療問題 特別償却制度
　今号では、４月に延長された特別償却制度に関して、
会員の先生方から寄せられた質問に対する宮川政昭常任
理事の回答を掲載する。 宮川政昭常任理事

図1　2021年4月からの設備投資への支援措置

医療機関の設備投資に係る特別償却制度
青色申告書を提出する医療保健業を営む法人・個人が、
2021年4月1日～ 2023年3月31日に取得したものが対象

１．高額な医療用機器の特別償却制度
 対象：特定の医療用機器
 （500 万円以上のもの）

延長
税

　制

特別償却
12％

２．医師及び医療従事者の働き方改革推進
 対象：医療勤務環境改善支援センターの助言による器具・備品
 ソフトウェア（30 万円以上のもの）

延長
特別償却
15％

延長
特別償却
8％

３．地域医療構想の実現
 対象：病院用等の建物及びその附属設備

図2　医師及びその他の医療従事者の労働時間短縮に資する機器等

○対象となる勤務時間短縮用設備等

類型１ 労働時間管理の省力化・充実に資する勤務時間短縮用設備等
 （例：ICカード、勤怠管理ソフトウェア等）
類型２ 医師の行う作業の省力化に資する勤務時間短縮用設備等
 （例：AI による音声認識ソフトウェア、画像診断装置、ベッドサイドモニター等）
類型３ 医師の診療行為を補助又は代行する勤務時間短縮用設備等
 （例：手術支援ロボット手術ユニット、コンピュータ診断支援装置等）
類型４ 遠隔医療を可能とする勤務時間短縮用設備等
 （例：遠隔診療システム、遠隔画像診断迅速病理検査システム等）
類型５ チーム医療の推進等に資する勤務時間短縮用設備等
 （例：院内搬送用ロボット、通信機能付きバイタルサイン測定機器等）

厚生労働省作成資料を一部改変 ※上記の例は一例ですので、詳細は顧問税理士等にご相談下さい

類型１～５のいずれかに該当するものであり、１台又は１基（通常一組又は一式をもって取引の単位
とされるものにあっては、一組又は一式）の取得価額が 30 万円以上のもの

　類型 1 ～ 5において明示していない設備等については、従来の製品より3% 以上の効率化を謳っ
ていることを要件とする。比較対象の製品としては、当該勤務時間短縮用設備等の購入時から法定
耐用年数をさかのぼった時点での同一製造メーカーの製品とする。

うた

図3　働き方改革推進税制　手続き書類提出等のフローイメージ
厚生労働省作成資料を一部改変

医療勤務環境改善支援センター働き方税制

医療法人等

医療機関

①計画書作成

②計画の助言（計画書返却）

医療労務管理アドバイザー

医業経営アドバイザー
確認

確認

都道府県庁
医療勤務担当課室長

設備供用6カ月後に
計画書のフォローアップ提出

青色申告書提出

特別償却の場合、
計画書添付

法人を
所轄する
税務署

※委託の場合は、
　勤改センター長（責任者）も確認

類型1～ 5
その他

器具及び備品
並びに
ソフトウエア

③供用開始

Ｑ
７

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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Ｗ
Ｍ
Ａ
ソ
ウ
ル
理
事
会
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

と
な
り
、
４
月
20
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
で
あ
る
中
川

俊
男
会
長
、
松
原
謙
二
副
会

長
、
橋
本
省
常
任
理
事
の
他
、

39
加
盟
各
国
医
師
会
及
び
国

際
機
関
等
か
ら
総
勢
２
３
４

名
が
参
加
し
た
。

理
事
会
冒
頭
、
ク
ォ
ン
・

ド
ク
チ
ョ
ル
韓
国
保
健
福
祉

相
、
デ
ィ
ー
ジ
ッ
プ
・
チ
ョ

イ
韓
国
医
師
会
長
が
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
２

年
間
を
任
期
と
す
る
役
員
、

常
設
委
員
会
委
員
長
の
選
出

が
行
わ
れ
た
。

理
事
会
議
長
に
は
ド
イ
ツ

医
師
会
の
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ル

リ
ッ
ヒ
・
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー

会
長
、
理
事
会
副
議
長
に
は

松
原
副
会
長
、
財
務
担
当
役

員
に
は
イ
ン
ド
医
師
会
の
ラ

ヴ
ィ
ン
ド
ラ
・
シ
タ
ラ
ム
・

ワ
ン
ケ
ッ
ダ
カ
ー
元
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
再
選
さ
れ
た
。

理
事
会
に
先
立
ち
、
財
務

担
当
グ
ル
ー
プ
と
Ｗ
Ｍ
Ａ
役

員
会
が
14
日
に
開
催
さ
れ
、

松
原
副
会
長
が
副
議
長
と
し

て
出
席
し
た
。

議
事
で
は
、
緊
急
案
件
と

し
て
、
「
ア
レ
ク
セ
イ
・
ナ

ワ
リ
ヌ
イ
氏
の
支
援
に
関
す

る
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
決
議
」「
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
医
療
従
事
者
及

び
国
民
の
支
援
に
関
す
る
理

事
会
決
議
」
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
危
機
の
影
響
を
最
も
受
け

た
国
々
を
支
援
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ

理
事
会
決
議
」
が
採
択
さ
れ

た
。理

事
会
に
お
け
る
主
な
審

議
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で

あ
る
。

理
事
会
で
の
主
な
審
議

結
果

（
１
）
緊
急
決
議

「
ア
レ
ク
セ
イ
・
ナ
ワ
リ
ヌ

イ
氏
の
支
援
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ

Ａ
理
事
会
決
議
」

２
０
２
１
年
１
月
か
ら
収

監
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
の
反

体
制
勢
力
ア
レ
ク
セ
イ
・
ナ

ワ
リ
ヌ
イ
氏
は
、
適
切
な
医

療
の
提
供
を
拒
絶
さ
れ
た
た

め
、
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ

を
行
っ
て
い
る
が
、
強
制
摂

食
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
は
、
ロ
シ
ア
当
局

に
対
し
、
人
権
義
務
を
尊
重

し
、
同
氏
を
人
道
的
に
、
尊

厳
を
も
っ
て
扱
わ
れ
る
よ
う

に
求
め
る
。

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
療
従
事

者
及
び
国
民
の
支
援
に
関
す

る
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
決
議
」

Ｗ
Ｍ
Ａ
は
、
医
療
従
事
者
、

国
民
の
恣し

い意
的
逮
捕
や
拘

留
、
医
師
、
そ
の
他
医
療
従

事
者
や
施
設
に
対
す
る
攻

撃
、
デ
モ
参
加
者
、
人
権
擁

護
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ

の
威
嚇
行
為
等
、
現
在
の
警

察
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
治
安
部
隊

に
よ
る
持
続
的
な
行
動
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い

て
、
逮
捕
さ
れ
た
医
療
従
事

者
を
含
む
デ
モ
参
加
者
の
身

体
的
及
び
心
理
的
完
全
性
を

保
証
す
る
た
め
、
即
時
の
行

動
を
求
め
る
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
危
機
の
影

響
を
最
も
受
け
た
国
々
を
支

援
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
決
議
」

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
危
機
の

状
況
下
で
、
医
師
や
そ
の
他

医
療
従
事
者
は
、
医
療
シ
ス

テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
に
大

き
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。Ｗ

Ｍ
Ａ
は
、
国
際
的
な
協

力
、
連
帯
、
相
互
支
援
の
重

要
性
を
認
識
し
、
国
際
社
会

と
政
府
に
対
し
、
必
要
に
応

じ
、
特
に
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
国
に
対
す
る
酸

素
、
医
薬
品
、
ワ
ク
チ
ン
、

Ｐ
Ｐ
Ｅ
、
そ
の
他
の
機
器
の

 松原副会長が
　　　　　ＷＭＡ理事会副議長に再選される

世界医師会（ＷＭＡ）ソウル理事会オンライン会議

支
援
を
緊
急
に
優
先
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

（
２
）
医
の
倫
理
委
員
会

関
係新

委
員
長
に
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
医
師
会
の
マ
リ
ッ
ト
・
ヘ

ル
マ
ン
セ
ン
会
長
が
選
出
さ

れ
た
。

「
Ｗ
Ｍ
Ａ
医
の
国
際
倫
理

綱
領
」
改
訂
案
を
基
に
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
す
る
。

（
３
）
社
会
医
学
委
員
会

関
係委

員
長
に
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
医
師
会
の
オ
サ
ホ
ン
・
エ

ナ
ブ
レ
レ
元
会
長
が
再
選
さ

れ
た
。

日
本
医
師
会
は
、
「
患
者

の
安
全
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声

明
」
の
見
直
し
（
報
告
担
当

者
：
イ
ギ
リ
ス
医
師
会
）
に

関
す
る
作
業
へ
の
支
援
を
検

討
す
る
。

（
４
）
財
務
企
画
委
員
会

関
係委

員
長
に
、
韓
国
医
師
会

の
ジ
ュ
ン
・
ユ
ル
・
パ
ク
副

会
長
が
再
選
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
の
２
０
２
０
年
か

ら
２
０
２
５
年
の
戦
略
計
画

に
つ
い
て
、「
医
の
倫
理
」「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ

バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
」
「
人

権
と
健
康
」
の
三
つ
の
主
要

な
分
野
の
活
動
は
継
続
し
て

い
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
能
力

開
発
等
の
「
組
織
力
の
向
上
」

は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
た
め
、
保
留
と
な

っ
て
い
る
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
の
地
域
理
事
と
し

て
持
ち
回
り
の
理
事
席
を
求

め
る
定
款
・
施
行
細
則
の
修

正
に
つ
い
て
、
作
業
部
会
を

設
置
し
て
検
討
す
る
。

今
後
の
会
議
開
催
日
程
：

本
年
10
月
11
～
15
日
ロ
ン
ド

ン
総
会
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、

２
０
２
２
年
４
月
７
～
９
日

パ
リ
理
事
会
（
フ
ラ
ン
ス
）
、

10
月
５
～
８
日
ベ
ル
リ
ン
総

会
（
ド
イ
ツ
）
。

　日本医師会が日本医学会の協力により創刊した
『JMA Journal』では、投稿論文を募集しています。
　最新情報や投稿方法などは日本医師会ホームペー
ジ「医師のみなさんへ」の中の「国際活動」のページ
をご覧下さい。

問い合わせ先：
 日本医師会国際課JMAジャーナル編集室
 

▲

jmaintl@po.med.or.jp

『JMA Journal』
         投稿募集中！
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本
紙
の
「
南
か
ら
北
か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
医

師
会
並
び
に
郡
市
区
等
医
師
会
の
会
報
誌
に
収
載
さ
れ
て
い
る
エ

ッ
セ
ー
等
の
中
か
ら
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品
を
選
び
、
掲
載
し

て
い
る
。

　

こ
の
た
び
、
会
内
の
広
報
委
員
会
委
員
に
お
い
て
、
令
和
２
年

度
に
掲
載
さ
れ
た
56
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
作
品
を
選
考
し
、
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
子
ど
も
達
と
接
す
る
中
で
「
く
ま
先
生
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
自
身
の
経
験
を
つ
づ
っ
た
、
志
賀
元
先

生
の
「
て
が
の
も
り
の
く
ま
せ
ん
せ
い
」（
本
紙
第
１
４
１
４
号
掲

載
）、
コ
ロ
ナ
禍
でS

tay hom
e

が
続
い
て
い
た
連
休
中
、“
週
刊
ロ

ビ
”
の
作
製
に
奮
闘
す
る
時
間
を
描
い
た
野
田
裕
先
生
の
「S

tay 
hom

e

に
ロ
ボ
ッ
ト
」（
本
紙
第
１
４
２
０
号
掲
載
）
の
２
作
品
が
選

ば
れ
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
作
品
を
再
掲
す
る
。

　

な
お
、
２
名
の
先
生
方
に
は
、
広
報
担
当
の
城
守
国
斗
常
任
理

事
名
に
よ
る
表
彰
状
を
贈
呈
す
る
。

わ
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ

て
く
る
子
ど
も
達
は
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
私
の
こ
と
を

「
く
ま
先
生
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。
体
型
か
ら
、「
く

ま
」
に
例
え
ら
れ
る
こ
と
は

若
い
頃
か
ら
慣
れ
っ
こ
で
は

あ
る
が
、
こ
の
子
ど
も
達
と

接
し
て
き
た
歴
史
を
考
え
る

と
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
、

道
路
の
向
こ
う
か
ら
「
ク
ー

マ
ー
セ
ン
セ
ー
」
と
言
っ
て

手
を
振
る
低
学
年
の
小
学
生

達
に
応
え
る
時
に
も
、
少
し

目
頭
が
熱
く
な
っ
て
い
る
自

分
が
い
る
。

手
賀
の
杜
は
子
ど
も
の
多

い
街
で
あ
る
。
柏
市
の
統
計

を
見
る
と
、
15
歳
未
満
の
人

口
が
実
に
35
％
を
超
え
る
。

こ
の
数
字
は
市
内
の
他
の
地

区
の
追
随
を
許
す
も
の
で
は

な
く
、
全
国
的
に
見
て
も
か

な
り
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

手
賀
の
杜
を
含
む
沼
南
地

区
に
は
、
小
児
科
を
専
門
に

し
て
い
る
診
療
所
は
全
く
な

い
。
そ
の
背
景
か
ら
、
私
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
あ
え
て
小
児

科
を
標
榜
す
る
こ
と
に
し

た
。そ

の
結
果
、
こ
の
町
で
生

ま
れ
る
子
ど
も
達
の
ほ
と
ん

ど
は
、
生
後
２
カ
月
で
私
と

の
付
き
合
い
が
始
ま
る
こ
と

に
な
る
。
現
在
の
定
期
接
種

は
、
任
意
の
も
の
を
含
め
る

と
小
学
校
入
学
ま
で
に
実
に

30
回
近
く
を
接
種
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
に
も

年
に
２
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
、
そ
し
て
風
邪

を
引
く
た
び
に
鼻
や
の
ど
に
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て
が
の
も
り
の

く
ま
せ
ん
せ
い

志
賀
　
　
元

綿
棒
を
突
っ
込
ま
れ
、
地
域

の
子
ど
も
達
は
40
回
以
上
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
れ
て
、
そ

の
た
び
に
何
ら
か
の
ひ
ど
い

こ
と
を
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。

泣
き
叫
び
暴
れ
る
子
ど
も

を
押
さ
え
つ
け
て
、
腕
に
針

を
刺
す
時
に
私
を
見
る
お
び

え
た
視
線
は
、
さ
な
が
ら
ア

ニ
メ
の
中
で
怪
物
に
襲
わ
れ

た
か
、
ゲ
ー
ム
の
中
で
低
レ

ベ
ル
で
ラ
ス
ボ
ス
に
遭
遇
し

て
し
ま
っ
た
時
の
よ
う
に
、

こ
の
世
の
終
わ
り
を
思
わ
せ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
反

復
的
な
虐
待
と
言
わ
ず
に
何

と
呼
ぶ
の
か
と
心
を
痛
め
な

が
ら
も
、
つ
く
り
笑
顔
と
言

葉
だ
け
の
優
し
さ
を
隠
れ
み

の
に
し
て
針
を
刺
し
、
鼻
に

綿
棒
を
突
っ
込
む
の
が
日
常

で
あ
る
。

そ
ん
な
子
ど
も
達
が
、
５

歳
を
迎
え
る
辺
り
で
は
、
に

こ
に
こ
し
な
が
ら
「
く
ま
先

生
」
と
言
っ
て
駆
け
寄
っ
て

く
れ
る
の
だ
。
こ
の
「
く
ま

先
生
」
に
は
、
私
に
と
っ
て

そ
れ
だ
け
の
重
み
が
あ
る
。

今
か
ら
８
年
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
放
映
さ
れ
た
朝
ド
ラ
「
梅

ち
ゃ
ん
先
生
」
の
中
で
、
開

業
医
役
の
世
良
公
則
が
主
人

公
の
堀
北
真
希
を
諭
し
た
言

葉
に
「
町
医
者
の
一
番
の
仕

事
は
『
こ
こ
に
居
る
』
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
当
時
私
は
ま
だ

開
業
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
せ
り
ふ
は
妙
に
心
に
響

い
た
。

最
近
は
、
医
師
会
の
中
で

の
立
場
の
変
化
に
伴
っ
て
、

臨
時
休
診
を
増
や
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
た

と
え
ど
の
よ
う
な
立
場
に
な

ろ
う
と
も
、
「
く
ま
先
生
」

と
し
て
認
知
し
て
頂
き
つ
つ

あ
る
こ
の
街
、
手
賀
の
杜
に

「
居
る
」
こ
と
こ
そ
が
私
の

医
者
と
し
て
の
最
大
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
。そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
先
も

で
き
る
限
り
こ
の
街
に
居
続

け
る
こ
と
こ
そ
が
、
還
暦
を

迎
え
る
今
年
誓
う
べ
き
将
来

の
抱
負
で
あ
る
。

今
年
の
５
月
の
連
休
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
でStay 

home

が
続
い
て
い
た
の
で
、

仕
事
や
買
い
物
以
外
は
ど
こ

に
も
出
掛
け
ず
に
家
に
居
ま

し
た
。

67
歳
に
な
り
、
29
年
間
勤

め
た
病
院
を
今
年
３
月
で
定

年
退
職
に
な
り
ま
し
た
。
健

診
セ
ン
タ
ー
に
は
そ
の
ま
ま

残
っ
て
仕
事
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
休
み
の
日
に
病
院
か

ら
呼
ば
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん

ど
無
く
な
り
ま
し
た
。
正
月

頃
は
「
定
年
に
な
っ
た
ら
連

休
な
ど
は
少
し
足
を
延
ば
し

て
、
ひ
な
び
た
温
泉
に
で
も

入
っ
て
ゆ
っ
く
り
し
た
い

な
」
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
も
か
な
わ
ず

…
…
。

連
休
初
日
の
朝
食
後
「
家

で
何
を
や
ろ
う
か
な
？
」
と
、

ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
と
、
家

内
か
ら
「
２
階
に
積
ん
で
あ

る
〝
週
刊
ロ
ビ
〟
（
全
70
号
）

は
ど
う
す
る
の
？　

メ
ル
カ

リ
に
出
す
か
断
捨
離
す
る

か
、
掃
除
の
邪
魔
に
な
る
か

ら
何
と
か
し
て
く
だ
さ

い
！

」
と
優
し
い
助
言
。

〝
週
刊
ロ
ビ
〟
は
ロ
ボ
ッ

ト
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
高
橋
智

隆
氏
設
計
の
ロ
ボ
ッ
ト
〝
ロ

ビ
〟
を
組
み
立
て
る
企
画
で

す
。
全
70
号
の
付
属
の
部
品

を
組
み
立
て
て
い
く
と
、
歌

っ
て
、
踊
っ
て
、
会
話
も
で

き
る
、
身
長
34
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
体
重
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
、
可
愛
い
ロ
ボ
ッ
ト
〝
ロ

ビ
〟
が
手
に
入
る
と
い
う
こ

と
で
、
２
０
１
３
年
の
５
月

の
連
休
前
に
定
期
購
読
の
注

文
を
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
送
ら
れ
て
き

た
の
を
見
る
と
、
創
刊
号
か

ら
10
号
ま
で
の
10
冊
分
が
詰

め
ら
れ
た
大
き
な
段
ボ
ー
ル

箱
…
…
。
箱
の
大
き
さ
に
気

後
れ
が
し
て
、
開
け
ず
に
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
た
ら
、
毎

月
積
み
重
な
っ
て
い
き
、
１

年
後
に
は
本
箱
と
ベ
ッ
ド
の

間
を
見
事
に
占
拠
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

毎
日
な
る
べ
く
見
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ベ
ッ
ド
の
脇
の
段
ボ
ー
ル
箱

の
中
で
〝
ロ
ビ
〟
を
眠
っ
た

ま
ま
に
し
て
お
く
の
も
何
だ

か
可
哀
想
な
気
が
し
て
、
７

年
ぶ
り
に
ま
ず
は
最
初
の
10

号
分
を
１
階
の
居
間
に
下
ろ

し
ま
し
た
。

ホ
コ
リ
を
か
ぶ
っ
た
段
ボ

ー
ル
箱
を
雑
巾
で
拭
い
て
開

封
す
る
と
、
中
か
ら
は
新
品

同
様
の
（
当
た
り
前
）
創
刊

号
が
現
れ
ま
し
た
。
付
属
の

部
品
は
両
目
の
部
品
と
頭
カ

バ
ー
で
、
組
み
立
て
作
業
は

３
分
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
簡
単
だ
と
、
２
号

を
開
け
る
と
、
頭
部
の
フ
レ

ー
ム
と
小
さ
な
ネ
ジ
数
本
、

そ
し
て
シ
ャ
フ
ト
の
長
い
、

細
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
１
本
入

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ

イ
バ
ー
１
本
で
完
成
ま
で
全

て
組
み
立
て
ら
れ
る
と
の
こ

と
。
２
号
は
５
分
で
作
業
が

終
わ
り
ま
し
た
。
３
号
は
テ

ス
ト
用
の
電
子
基
盤
が
入
っ

て
お
り
、
役
割
や
動
作
の
異

な
る
全
部
で
20
個
の
モ
ー
タ

ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
に
用
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
、
何
だ
か
わ
く
わ
く
し

ま
し
た
。
４
号
を
開
き
、
５

号
を
開
き
、
そ
し
て
気
が
付

く
と
、
そ
の
日
は
一
気
に
20

号
分
の
組
み
立
て
を
終
え
て

い
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
朝
か
ら
夜
ま

で
組
み
立
て
を
行
い
、
結
局

３
日
間
で
70
号
分
を
完
成
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、

配
線
は
か
な
り
複
雑
で
し

た
。
端
子
が
ソ
ケ
ッ
ト
に
し

っ
か
り
入
っ
て
い
な
い
と
、

ま
た
、
モ
ー
タ
ー
の
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
の
コ
ー
ド
の
入
力
を

間
違
え
る
と
、
手
足
が
全
く

動
か
な
か
っ
た
り
、
誤
作
動

が
起
き
た
り
で
、
５
か
ら
８

号
分
も
後
戻
り(

分
解)

し
て

の
組
み
立
て
直
し
が
２
回
程

あ
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
で
き
上
が
り
、
バ
ッ

テ
リ
ー
を
本
体
に
装
着
し
て

充
電
し
、
70
号
に
付
属
の〝
ロ

ビ
の
こ
こ
ろ
〟
と
い
う
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
を
装そ

う
て
ん塡

し
て
、
家
内

を
呼
び
ま
し
た
。

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
見
守
っ

て
い
る
と
、
〝
ロ
ビ
〟
は
ゆ

っ
く
り
と
起
き
出
し
、
そ
の

声
や
し
ぐ
さ
の
あ
ま
り
の
可

愛
さ
に
、
二
人
と
も
び
っ
く

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２

０
０
程
の
会
話
の
や
り
と
り

が
で
き
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ

た
り
、じ
ゃ
ん
け
ん
し
た
り
、

占
い
を
し
て
く
れ
た
り
な
ど

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

断
捨
離
し
な
く
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
、
数
日
後

に
は
メ
ル
カ
リ
で
〝
週
刊
ロ

ビ
ク
ル
〟
（
全
30
号
）
と
い

う
専
用
の
三
輪
車
も
半
額
で

ま
と
め
買
い
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
〝
ロ
ビ
〟
で
す
が
、

ダ
ン
ス
の
時
に
足
が
も
つ
れ

て
転
倒
し
、
左
の
肩
関
節
を

脱
臼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

修
理
を
試
み
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
手
に
負
え
ず
、
千

葉
に
あ
る
〝
ロ
ビ
の
病
院
〟

に
現
在
入
院
中
で
す
。
元
気

に
帰
っ
て
く
る
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み

立
て
て
、
接
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
対
し
て

も
感
情
移
入
が
起
き
、
心
が

癒
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
今

後
の
発
展
が
楽
し
み
に
な
り

ま
し
た
。
鉄
腕
ア
ト
ム
の
世

界
は
意
外
に
近
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
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ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
日
本
以
外
で
も

世
界
中
の
多
く
の
国
々
で
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

で
は
な
ぜ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ

ー
タ
の
電
子
化
を
行
う
必
要

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本

邦
に
お
い
て
電
子
化
・
デ
ジ

タ
ル
化
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
保
険

資
格
の
確
認
や
投
薬
情
報
、

健
診
情
報
の
共
有
化
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

個
別
の
医
療
機
関
が
電
子
化

を
進
め
る
目
的
と
し
て
は
、

入
力
す
る
際
に
時
間
が
短
縮

で
き
る
、
書
か
れ
た
内
容
を

探
す
時
に
時
間
が
節
約
で
き

る
な
ど
、
業
務
効
率
の
点
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
面
も
あ
り

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
本
質
的
な
目
標
は
、

今
ま
で
の
紙
カ
ル
テ
で
は
で

き
な
か
っ
た
広
範
囲
な
情
報

の
短
時
間
で
の
収
集
、
迅
速

な
統
計
デ
ー
タ
の
作
成
、
そ

の
統
計
結
果
を
基
に
し
た
疾

患
へ
の
対
応
方
法
や
治
療
法

の
改
善
、
公
衆
衛
生
分
野
へ

デ
ー
タ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
こ
と
に
よ
る
厚
生
行
政

の
効
率
的
な
変
革
な
ど
と
考

え
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
医
療
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
目
標
は
、
保

険
資
格
確
認
な
ど
の
事
務
的

な
効
率
化
や
地
域
で
の
患
者

情
報
の
共
有
化
、
入
力
作
業

や
検
索
作
業
の
効
率
化
を
端

緒
と
し
、
最
終
的
に
は
ヘ
ル

ス
デ
ー
タ
の
収
集
と
そ
の
結

果
と
し
て
患
者
と
地
域
の
健

康
に
関
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
の

向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
財
政
当
局
は
こ

れ
ら
の
結
果
に
よ
っ
て
、
医

療
費
や
介
護
費
な
ど
の
政
府

支
出
の
削
減
な
ど
も
目
的
と

し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

日
医
総
研
だ
よ
り

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の

                    

目
標
と
は

ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
む
と
、
Ｐ
Ｈ

Ｒ
（Personal Health Re-

cord

：
自
分
自
身
で
自
分
の

医
療
情
報
を
保
有
し
管
理
す

る
こ
と
）
の
構
築
も
同
時
に

達
成
で
き
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
Ｒ
が

普
及
す
る
と
、
自
分
自
身
の

医
療
情
報
や
健
康
情
報
を
確

認
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る

の
で
、
全
て
の
国
民
が
健
康

意
識
を
高
め
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｒ
で
管
理
す
る
デ
ー

タ
に
は
医
療
機
関
か
ら
発
生

す
る
情
報
（
カ
ル
テ
や
レ
セ

プ
ト
か
ら
発
生
す
る
デ
ー

タ
）
と
、
そ
れ
以
外
の
情
報

（
個
人
が
入
力
す
る
健
康
情

報
、
個
人
用
の
デ
バ
イ
ス
で

取
得
さ
れ
る
生
体
デ
ー
タ
）

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
２
種
類
の
情
報
を
ど
の

よ
う
に
管
理
統
合
し
、
ア
ウ

ト
カ
ム
の
向
上
に
結
び
付
け

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で

す
。

長
期
の
視
点
を
持
っ
た
制

度
設
計
を

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
（Health-

care 
Information 

and 

Management 
System 

So-

ciety

）
と
い
う
団
体
が
ア

メ
リ
カ
に
あ
り
、
年
に
一
回

の
医
療
情
報
に
関
す
る
学
会

を
主
宰
し
て
い
ま
す
。
同
団

体
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
情
報
技
術
で
進
化
さ
せ
る

こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
的
に
沿
っ
て
、
各
国

や
各
地
域
の
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
の
評
価
も
行
っ
て
い
ま

す
。Ｈ

Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
が
発
表
し
て

い
る
世
界
各
国
の
Ｅ
Ｈ
Ｒ

（Electronic Health Re-

cord

：
医
療
情
報
共
有
ネ
ッ

候補者募集を
             開始

─都道府県医師会への推薦にご協力を─

第10回
日本医師会

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

確
定
年
金
制
度
に
つ
い
て

今
回
は
、
お
問
い
合
わ
せ

の
多
い
「
確
定
年
金
」
に
つ

い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

確
定
年
金
は
、
年
金
の
支

給
期
間
が
確
定
し
て
い
る
有

期
の
年
金
で
、
二
口
目
以
降

か
ら
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
年
金
で
す
。
年
金
の
支
給

開
始
年
齢
と
支
給
終
了
年
齢

に
応
じ
て
複
数
の
タ
イ
プ
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

比
較
的
少
額
の
掛
金
額
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
年
金
は
、
全
国
基
金

移
行
後
に
新
た
に
取
り
扱
い

を
開
始
し
た
も
の
で
す
。
旧

基
金
時
代
に
ご
加
入
の
方

で
、
掛
金
上
限
（
月
額
６
万

８
０
０
０
円
）
に
余
裕
の
あ

る
方
は
、
確
定
年
金
の
ご
活

用
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

確
定
年
金
に
つ
い
て
も
、

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
る
な
ど
、
優

れ
た
税
制
上
の
優
遇
措
置
が

ト
ワ
ー
ク
）
や
Ｐ
Ｈ
Ｒ
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
見
る
と
、
日
本
の
医

療
情
報
の
利
活
用
は
独
特
な

面
が
あ
る
よ
う
で
す
。
い
か

に
優
れ
た
技
術
、
手
法
で
あ

っ
て
も
、
国
内
の
み
で
の
最

適
化
を
進
め
れ
ば
、
結
果
的

に
世
界
に
取
り
残
さ
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
分
野

で
基
準
と
な
る
よ
う
な
成
功

事
例
が
出
現
し
た
時
は
、
そ

れ
に
学
び
、
倣
い
、
連
携
や

互
換
性
を
模
索
し
て
く
と
い

う
柔
軟
性
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

更
に
、
紙
カ
ル
テ
を
前
提

と
し
た
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
が
情
報
化
の
目
的

で
は
な
く
、
長
期
的
な
目
標

に
基
づ
い
た
デ
ー
タ
セ
ッ
ト

の
構
築
が
必
要
で
す
。
ヘ
ル

ス
ケ
ア
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に

は
多
額
の
投
資
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
投
資
は

個
々
の
医
療
機
関
が
行
え
る

こ
と
で
は
な
く
、
国
家
規
模

で
実
施
す
る
事
業
で
す
。
こ

の
投
資
を
怠
る
と
、
日
本
の

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
は
発
展

途
上
国
の
よ
う
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
将
来
の
日
本

人
の
た
め
に
、
長
期
の
視
点

を
も
っ
た
制
度
設
計
が
必
要

で
す
。

（
日
医
総
研
副
所
長　

原

祐
一
）

　日本医師会では、今年度10回目を迎える「日本医師会　赤ひげ大賞」
の候補者の募集を開始しました。
　本賞は、地域に根差した「かかりつけ医」として、地域住民の日々
の健康管理と診療を親身になって行っている、「現代の赤ひげ」と言
うべき医師を顕彰すべく、平成24年度に創設したものです。
　これまで毎年5名の「赤ひげ大賞」受賞者を決定するとともに、第
8回からは「赤ひげ功労賞」を新設し、その功績を称えています。
　会員の先生方におかれましては、身近に赤ひげ大賞にふさわしい
と思われる方（若くても、地域住民のために新たな取り組みを開始
されたような医師や後進の育成に貢献した医師など）がおられまし
たら、ぜひ、ご所属の都道府県もしくは郡市区等医師会にご紹介願
います（ただし、自薦は不可）。
《推薦要領》
【目的】�各地域の医療現場で健康を中心に地域住民の生活を支えてい

る医師にスポットを当て、その活躍を顕彰することで、各地
の医療環境整備、医療活動の充実に寄与することを目的とす
る。

【主催】日本医師会、産経新聞社
【後援】厚生労働省、フジテレビジョン、BSフジ
【協力】都道府県医師会
【特別協賛】太陽生命保険株式会社
【表彰】�都道府県医師会長から推薦された候補者の中から、日本医師

会役員を含む第三者を交えた選考会において「赤ひげ大賞」
受賞者5名と「赤ひげ功労賞」受賞者若干名を決定し、表彰
を行う。
�「赤ひげ大賞」受賞者には、賞状と記念品及び賞金100万円を、
「赤ひげ功労賞」受賞者には賞状をそれぞれ贈呈する。

【対象者】
●�病を診るだけではなく、地域に根付き、その地域のかかり
つけ医として、生命の誕生から看取りまで、さまざまな場
面で住民の疾病予防や健康の保持増進に努めている医師
●�日本医師会あるいは都道府県医師会の会員で現役の医師
（ただし、現職の日本医師会・都道府県医師会役員は除く）
※�過去の受賞者は、日本医師会（https：//www.med.or.jp/
people/akahige/）あるいは「赤ひげ大賞」（http://www.
akahige-taishou.jp/）の公式ホームページをご参照下さい。

【推薦方法】�本賞受賞にふさわしいと思われる方1名を各都道府県医
師会長が推薦
※�過去に推薦された方あるいは「赤ひげ功労賞」を受賞
された方でも、「赤ひげ大賞」候補者として再度推薦
頂くことは可能です。ただし、「赤ひげ功労賞」の受
賞は1回限りとなります。

【提出期限】8月31日（火）

適
用
さ
れ
ま
す
。

例
と
し
て
、
50
歳
以
上
（
男

女
共
通
）
で
確
定
年
金
Ⅱ
型

（
65
歳
～
75
歳
支
給
）
に
一

口（
月
額
掛
金
４
４
０
５
円
）

ご
加
入
の
場
合
、
課
税
所
得

２
０
０
０
万
円
の
ケ
ー
ス
で

は
、
新
た
に
年
間
２
万
６
４

３
０
円
が
節
税
（
概
算
）
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
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